
評価 コメント

青梅市立吹上中学校　学校だより 特別号

２ 豊かな心育成（徳）

４ 地域に根ざした学校づくりの推進

「評価」は「本年度の重点」や「具体的な方策」について
　A：達成できた　　　　　　　　B：ほぼ達成できた
　C：あまり達成できなかった　　D：達成できなかった

改善策
学校関係者評価記入欄 学校の見解と

今後の方向性

基礎的・基本的内容を
繰り返し行い、粘り強
く学習する態度を育
む。

小テストを活用
し、ｽﾓｰﾙステップ
で基礎基本の確
認、反復学習をす
るなど工夫の見ら
れる教科があっ
た。

B
A:41.2
B:58.8
C:00.0
D:00.0

生徒がしっかり振
り返ることで既習
事項の確認を行
い、反復学習につ
なげられるように
する。また個に応
じた躓きに丁寧に
対応していく。

B
A:66.7
B:33.3
C:00.0
D:00.0

B
A:23.5
B:76.5
C:00.0
D:00.0

個に応じた学習指導
の充実に向け、きめ
細かい指導を徹底す
る。また、指導方法
を工夫し授業改善を
図る。

具体的な方策 評価 分析結果

１

確

か

な

学

力

の

向

上

基礎的・基本
的な学力の向
上と発展的な
学習を図り、
個性と創造力
豊かな人を育
成する

〇１確かな学力の向上に関して２学期に校内研修（授業公開）を時間
の都合の付く限り見せていただきました。この時に気づいた点をもと
に評価させていただきおます。
〇(1)見せていただいた国語科･数学科･英語科･保健体育科のどの授
業においても、導入･展開・まとめのどの段階においても基礎的･基本
的内容の粘り強く学習するための工夫をされているのに感動しまし
た。改善策の「しっかり振り返る」が文学的で具体性が欲しいです。
〇(2)見せていただいた国語科･数学科･英語科･保健体育科の授業に
おいて各先生方が導入でめあての確認・展開での課題の解決への取組
み、まとめでの振り返りの工夫にカード、ICT機器の活用等様々な努
力されて主体的な学びの育成に努力されていました。保健体育課にお
いて個人のカードを導入･展開･まとめにおいて個人が学ぶ意欲を高め
るためにペアとの課題意識を共有化の工夫された取組みは特筆されま
す。
〇(3)この項目は令和7年度の校長先生の学校経営方針の中に特設さ
れた「教科で学んだ知識を活用して、自らみつけた課題について「書
く」「話す」「発信する」などを表現する力の育成」に直接関わる項
目です。見せていただいた国語科･数学科･英語科･保健体育科のどの
授業においても、生徒が自分の考えを表現するために、ペアやグルー
プでの自分の考えの再構築を図る努力をされていたことに感謝しま
す。ただ、発表という表現において生徒が自信を持って活動できてい
ない点が残念です。生徒一人一人が一人一人の持つ受けとめる力によ
り、(2)のめあて、課題にに対しての取組みに自信ををつけることが
大切だと受けとめました。
〇(4)見させていただいた国語科･数学科･英語科において、導入･展
開･まとめのそれぞれの段階においてICT機器の活用に工夫されてい
る姿に感動しました。この分野の活用は、教師と生徒との応答を含め
て授業のあり方について根本的な対応能力（あり方）が「分析結果」
に記された通りに求められると感じました。
〇41．2％の先生方が(1)をAと評価されたご尽力に敬意を表します
とともに(2)(3)(4)での更なる改善にご期待申し上げます。
〇常に小テスト実施の明確な意図説明と実施の工夫が必要。
〇現代は社会でも自分の考えをアウトプットできる力が求められてい
ます。相手の声を聞き、自分の意見を述べる能力を高めてほしいと思
います。
〇確かな学力の向上を図るための具体的な方策それぞれについて
「Ａ」「Ｂ」評価が得られたことはとても良い。一方、ＩＣＴ機器の
活用についての項目で、「Ｃ」評価が11.8％あった点が気になる。
具体的にどのような点が達成できなかったのかを確認、検証する必要
があると考える。
〇ICTは道具であり、使うことが目的にならないように。ツールとし
ての最適な活用をする。手書きの大切さと良さを教えること。
〇勉強しながら通学している生徒が多く見られた。

・お忙しい中、校内OJTに
ご参加いただき、教員にも
ｱﾄﾞﾊﾞｲｽをいただきました
こと感謝申し上げます。ご
覧いただいた教科をはじ
め、各教科中学生が身に付
ける基礎基本の定着につい
て取り組んでおります。そ
の中にICT機器の活用も含
まれており、現在担当部署
を中心にICT機器の活用に
ついて校内研修をしており
ます。次年度以降もICT機
器を上手に活用しながら基
礎基本の定着、主体的に学
習に取り組む態度の育成を
図ってまいります。
・また教科で身に付けた学
びをどのように活用するか
は本校の課題となってお
り、それについては教科の
授業のほか総合的な学習の
時間も活用して取り組んで
おります。今年は全学年で
発表する機会を設けるとと
もに、他学年も参観するな
ど工夫をして取り組みまし
た。次年度も継続しながら
文書表現力や発表力の向上
に向け取り組んでまいりま
す。

ICT機器の活用に
向け教師のｽｷﾙｱｯ
ﾌﾟの必要性を感じ
た。

ICT機器の活用に
向け、定期的な研
修機会を設け、授
業に取り入れる場
面を増やしてい
く。

B
A:16.7
B:83.3
C:00.0
D:00.0

令和７年度　学校評価シート　　　　青梅市立吹上中学校

＜学校経営方針の重点＞

１ 確かな学力の向上（知）

３ 健やかな体の育成（体）

項目 経営目標 本年度の重点

教師主導の場面と
生徒の主体的な学
びの場面を一単位
の授業の中に計画
的に取り入れてい
く必要を感じる。

一単位の授業の中
に対話形式を取り
入れるなど、主体
的な学びにつなげ
ていきたい。教師
は支援に回りその
学びをｻﾎﾟｰﾄして
いく。

  B
A:50.0
B:50.0
C:00.0
D:00.0

生徒が自分の考えを表
現したり、他と比べた
りしながら、自分の考
えを再構築する場面を
設定する。

B
A:17.6
B:82.4
C;00.0
D:00.0

対話を通して自分
の考えを再構築で
きる学習場面を意
図的に設けること
が大切である。一
方、自分の考えを
表現することが苦
手な生徒への対応
は難しかった。

自己表現の苦手な
生徒を把握し、考
えを導けるような
支援を行うことで
苦手意識の解消に
つなげていく。

B
A:16.7
B:83.3
C:00.0
D:00.0

ICT機器の活用、課題
設定の工夫など、生徒
が主体的に学習する意
欲を育む。

めあて、課題、まと
め、振り返りを適切に
設定した授業を行い、
生徒の主体的な学びを
促す。

B
A:23.5
B:64.7
C:11.8
D:00.0



学校いじめ防止基本法
に則り、いじめアン
ケートを活用し、いじ
めの未然防止・早期発
見・解決を図る。

B
A:47.1
B:52.9
C:00.0
D:00.0

いじめｱﾝｹｰﾄ後は
もちろん、気にな
ることは教員間で
共有するなど、す
ぐに指導につなげ
る体制ができてい
る。

今後も学校いじめ
対策委員会を中心
に、いじめの早期
発見、早期対応を
進めていく。また
得られた情報を
日々の生徒理解に
つなげていく。

〇(1)評価でAが47.1％と約半分を占め、「いじめアンケート後
はもちろん、気になることは教員間で共有するなど、すぐに指導
につながる体制ができている。」の分析結果からも先生方のご尽
力の様子がよくわかります。また校長先生から教育委員会との連
携もとられているということでより良い方向だと思います。
〇(2)「道徳」の公開授業が1月17日で授業の様子からの評価は
できませんが、Aが11.6％で(1)の三分の一です。「改善策」を
令和8年度の「特別の教科 道徳」･日常の生活に着実に定着される
実践を期待しています。
〇(3)「具体的な方策」については先生方の「分析結果」にあり
ますように、吹中にいつ行っても校舎内がきれいで整理整頓され
ていて感動します。また、校庭もよく星美されています。「体育
祭」「芸術祭」など学校行事で仲間・感動・本物体験の心が生徒
に育成されていることがよく伝わりました。
〇(4)2学期に校内研修(公開授業)の参観のために吹上中を訪問し
ました。どの時間訪れても、出会った生徒の皆さん全員から快い
あいさつをいただきました。すばらしいです。行事で体育館を訪
れることが何回かあったのですが、生徒の皆さんの上履き・下履
きの履き替えの様子を見ていますと心がこもっていました。
〇「豊かな心の育成」は、思春期にある中学生が学校という集団
生活送る中で最も大切なことであると思います。4つの項目で
「Ａ」「Ｂ」評価が得られたことはとてもすばらしい。今後も生
徒さんの悩みや相談事に向き合い、寄り添い、信頼される先生で
あってください。
〇吹上中学校の生徒さんはあいさつがとてもよくできていると感
じます。あいさつは生活の基本です。いつも気持の良いあいさつ
を心がけていきましょう。
〇「目立たない仕事」に気付いて行動できた生徒さんがいたら、
たくさん褒めてあげてください。見てくれている、認めてもらえ
ていると思えることが嬉しいのです。
〇毎年、吹上中学校の生徒は挨拶がしっかりできている印象があ
ります。一方で、A評価が１７．６％であったのが気になりまし
た。

･学校はいじめ問題につい
て根絶を目指し取り組む必
要があります。そこで日頃
の生徒の様子を観察すると
ともにアンケートを実施す
るなど、教師が生徒の変化
を把握し、早期発見、早期
対応を行ってまいりまし
た。今後も教職員一丸と
なって取り組んでまいりま
す。
･「特別の教科 道徳」では
教科書の学習のほか、生徒
の身近に起こっている課題
も取り上げるなど、工夫し
て取り組んでいます。また
授業以外の様々な場面で
「こころの教育」を行って
おります。これらの取り組
みが、挨拶の励行、目立た
ない仕事への従事、校内美
化の取り組みなどにつな
がっていると思っておりま
す。今後も生徒が活躍する
場面を設けるなど、自尊意
識を高める教育活動を進め
てまいります。様々な教育活動を通し

て感動する心を育てる
環境づくりと場を設定
する。また行事や生徒
会、委員会活動を通し
てリーダーの育成を図
る。

規範意識の醸成、あい
さつの励行、礼儀作法
の徹底を図り、生徒の
社会性を育む。

B
A:17.6
B:82.4
C:00.0
D:00.0

日常の学校生活の
中で基本的な生活
習慣や礼儀作法を
繰り返し確認しな
がら定着を図るこ
とができた。

教職員が気を緩め
ることなく「どの
場面でも同じ行動
基準が示される」
よう、学校全体で
の共通理解を深め
ていく。

B
A:50.0
B:50.0
C:00.0
D:00.0

２

豊

か

な

心

の

育

成

互いの人格を
尊重し、いじ
めの根絶を目
指すととも
に、思いやり
と規範意識の
ある人を育成
する

いのちを大切にする
心の教育を推進し、
いじめの根絶を目指
して、思いやり、認
め合い、支え合う指
導を充実させる。

「特別の教科 道徳」の
指導に向け、広い視野
から現在の課題をとら
え指導につなげること
で、「こころの教育」
を充実させる。

B
A:17.6
B:82.4
C:00.0
D:00.0

生徒の実態や学級
の課題をもとに、
生徒が自分の生活
と結び付けて考え
られるよう授業を
構成した。

B
A:50.0
B:50.0
C:00.0
D:00.0

生徒が授業で得ら
れた気づきや価値
観の変容を、日常
生活により確実に
定着させるための
仕組みを築き改善
していきたい。

B
A:00.0
B:100
C:00.0
D:00.0

B
A:29.4
B:70.6
C:00.0
D:00.0

目立たない仕事
（ﾍﾟｰﾊﾟｰやせっけ
ん液の補充など）
の大切を伝えるこ
とができた。また
各行事では生徒が
関わる場面を増や
すなど工夫して取
り組ませることが
できた。

一部の生徒に偏ら
ないように工夫す
る。また行事以外
の場面（日頃の学
校生活）でも成功
体験や心が動く活
動を取り入れてい
く。

B
A:16.7
B:83.3
C:00.0
D:00.0



健康的な生活リズムの
確立と健康増進に向
け、自己管理のできる
生徒の育成を図る。

 B
A:17.6
B:70.6
C:11.8

生活リズムが確立
し健康的な生活が
できている生徒が
いる一方、食事や
睡眠などバランス
が悪い生徒も一定
数いる。

学校での指導には
限界があるため、
家庭と連携して生
活習慣作りに取り
組んでいきたい。

B
A:16.7
B:83.3
C 00.0
D:00.0

〇(1)吹上中学校先生方の評価で52.9％のAは令和7年度吹上中学
校評価で評価Aの最も高い項目です。「分析結果＝段階的な登校
支援、短時間からの参加など、生徒の状態に合わせた柔軟なアプ
ローチを行い、安心して学校生活を送ることができる環境を整え
た」という先生方のご尽力をA評価する先生方が52.9％あるとい
うことに心より感謝申し上げます。ただ、残念なことに学校運営
協議会で「分析結果」のご尽力の様子がよく伝わらなかったのは
残念です。
〇(2)体育大会・文化祭などの学校行事で主体的な活動や生徒の
居場所づくり、きづなづくりが大きく育まれていることがよくわ
かります。それは、吹上中学校の先生方が「具体的な方策」を共
通理解・共通実践された結果だと確信します。このことが生徒の
学校行事に対する「困難を乗り越える本物体験」「困難を乗り越
える感動体験」により「困難を乗り越える仲間づくり」となり
「成功体験」を享受できた。と確信します。
〇運動会での生徒さん一人一人の頑張りはもちろん、団体演技の
美しさにはとても感動した。限られた練習時間の中でしっかりと
協力しあい、本番での成功に繋げたことに拍手をおくります。
〇(3)吹上中生徒の「健康的なリズムの確立」につきましては、
学校訪問だけではよくわかりません。しかし先生方の評価でAが
17.6％Cが11.8％と評価が大きく分かれています。やはり「解
決策」にありますように「家庭と連携した生活環境づくり」が大
切だと思います。令和8年度には家庭との連携した取組みの様子
を適宜学校運営協議会委員に教えていただければありがたいで
す。
〇「健康的な生活リズムの確立」の項目で「Ｃ」評価が11.8％あ
るのが気になる。一番の成長期において生活リズムを確立し、健
康的な生活をすることはとても大切。家庭と連携し、改善される
ことを望む。

･不登校対応巡回教員が週
1日配置されました。不登
校生徒の別室支援員ととも
に担任と連携し不登校生徒
の支援に取り組んでおりま
す。そして生徒の中には一
部の授業に参加できるよう
になるなど、少しずつ成果
を感じることができまし
た。今後も生徒に寄り添
い、丁寧な対応を心掛ける
ことで不登校生徒数の改善
に努めてまいります。
･学校行事での実行委員を
はじめ生徒一人一人が活発
に活動できるのは、指導す
る教員の綿密な計画があっ
てのことです。今後も続け
ていくとともに吹上中学校
のすばらしいところとして
この良さを今後も継続でき
るよう生徒と協力して取り
組んでまいります。

生徒会活動や行事を通
して、生徒の主体的な
活動や生徒の居場所づ
くり、きずなづくりを
推進する。

B
A:35.3
B:64.7
C:00.0
D:00.0

生徒が協力して取
り組むことで、仲
間の良さに気づく
とともに成功体験
を積み重ねること
で自己肯定感の醸
成を図った。

より多くの生徒が
活躍できる機会の
設定に課題がある
ため、意欲や特性
に応じ、誰もが少
しでも関われるよ
うな仕組みづくり
をしていく。

B
A:33.3
B:66.7
C:00.0
D:00.0

３

健

や

か

な

体

の

育

成

健康や体力に
関する意識を
高め、健康の
保持増進に向
けた資質や能
力をもった人
を育成する

心と体の健康を増進
させるとともに、生
徒の居場所づくり、
きずなづくりを推進
し、不登校の未然防
止を図る。

生徒に寄り添う指導を
意識するとともに外部
機関と連携し、不登校
生徒と家庭の支援を組
織的に行う。

B
A:52.9
B:47.1
C:00.0
D:00.0

段階的な登校支
援、短時間からの
参加など、生徒の
状態に合わせた柔
軟なアプローチを
行い、安心して学
校生活を送ること
ができる環境を整
えた。

支援内容が担任や
学年に依存しやす
く、学校全体とし
ての支援モデルが
十分に共有されて
いない点が課題で
あり、今後誰が対
応しても同じ質の
支援が提供できる
体制を築いてい
く。

B
A:66.7
B:33.3
C:00.0
D:00.0



４

地

域

に

根

ざ

し

た

学

校

づ

く

り

の

推

進

〇学校を地域に開くということで、学校公開を1学期は４月２１
日～４月２６日まで､２学期は９月２９日～１０月３日までと落ち
葉掃き(学校公開)､３学期は作品展示会を兼ね３月２日～３月６日
までと吹上中学校は校務超多忙の中で実施させていることに敬意
を表します。私は２学期の学校公開に都合が付く限り参りまし
た。感じましたことは１学期･２学期･３学期ごとに学校公開の意
図(ねらい)を伝えていくことが保護者・地域に吹上中学校の教育
活動の様子がより伝わるのではないかと感じました。例として
「１学期:学級での人間関係の築きと学習との関り､２学期:仲間と
して成長した学級での学習との関り……」を保護者・地域に伝え
る工夫をされたらいかがでしょう。
〇毎回、学校だよりを楽しく拝見しています。様々な行事や活動
が分かりやすく紹介されていてとても良い。地域の回覧板でも学
校だよりが回覧され、中学生が居ない家庭の方々にも中学校の教
育活動の様子が公開されるのは好ましい。その結果として、地域
の方々からの理解や関心が得られると思う。
〇HPについては更新が項目により新しかったり、古い内容がその
ままだったりしている。責任者が全体を点検することができてい
ないように思われます。ただ、吹上中学校に限ったことではあり
ません。他の小中学校においても同様な傾向が見られます。学校
の情報を得るための方法としてＨＰは大切なものだと考えます。
〇昨今では地域間のつながりも以前より希薄になっている気がし
ます。ぜひ、率先して子どもたちと地域との交流をつくっていた
だきたいと思います。

〇「具体的な方策」として「地域運営学校として、学校と地域の
協働による開かれ、信頼学校づくりを進める。」がありますが、
令和７年度､校長先生は令和６年度の学校関係者の評価をもとに
「学校の見解と今後の方向性」を受け、学校経営方針に活かされ
ました。「具体的な方策の協働」を校長先生自ら実践され、誠に
ありがたいことです。
〇「具体的な方策」の「地域の人材を活用しながら教育を充実を
図る。」で交通安全教室、青梅学（地域の歴史と文化を学ぶ）、
環境教育（落ち葉掃き）などで地域の方々と協働して教育活動の
充実を図ったことも素晴らしいことです。これからも他分野での
活用が期待されます。

B
A:16.7
B:66.7
C:16.7
D:00.0

学校を地域に開き、
地域の人材を活用し
ながら教育活動の充
実を図る。

地域に根ざ
し、地域から
信頼される学
校の推進

地域運営学校として、学
校と地域の協働による開
かれ、信頼される学校づ
くりを進める。安心安全
な学校づくりをめざし、
地域に協力を仰ぎなが
ら、交通安全教室や青梅
学、環境教育等、地域人
材を活用して、特色ある
教育活動を推進する。

B
A:17.6
B:82.4
C:00.0
D:00.0

行事をはじめ、
様々な教育活動を
通して、地域の大
人から学ぶ機会を
設けることができ
たのは成果であ
り、生徒の学びの
広がりにもつな
がった。

地域との連携は担
当者や行事の種類
によってばらつき
を感じた。また活
動が単発的になり
がちで、学校全体
としての体系的な
連携が十分とはい
えないため、組織
の再構築を進め
る。

B
A:33.3
B:66.7
C:00.0
D:00.0

学校公開や学校だよ
り・学級だより・ＨＰ
等で教育活動の様子を
積極的に公開し、地域
の関心を高める。

B
A:11.8
B:82.4
C:00.0
D:  5.8

様々な便りを通し
て学校の教育活動
を発信することが
できた一方、学校
HPについてはさら
なる工夫の必要性
を感じた。。

今後も先の活動を
継続、工夫するこ
とで、学校からの
情報発信を進めて
いきたい。

･今年度も交通安全、青梅
学、落ち葉掃きなど様々な
場面で、地域の皆様のご協
力を得て進めることができ
ましたこと感謝申し上げま
す。
･今後も学校の教育活動に
ついては学校運営協議会委
員の皆様の意見も取り入れ
ながら進めてまいります。

･今年度より学校公開の機
会を増やしています。今後
も継続するとともに保護者
の皆様の参加率向上に向け
て、お知らせのほか一斉
メールでの情報発信や公開
授業で生徒が活躍する場面
を公開する（生徒が発表す
る機会を見てもらう）など
工夫してまいります。また
今後は地域の皆様への公開
も視野に入れ検討してまい
ります。。
･HPの更新については次年
度に向け準備するなど、改
善に向け取り組んでまいり
ます。



今後も校務を整理
し業務分担の適正
化を図る。
引き続きICT機器
やSSSの活用を進
め、校務の効率化
を図る。特にICT
機器の活用に向け
研修を行い、誰も
が扱える組織にし
ていく。

B
A:50.0
B:50.0
C:00.0
D:00.0

B
A:66.7
B:33.3
C:00.0
D:00.0

学校における
働き方改革の
推進

校務改善を図り、生
徒と向き合う時間を
確保し、教員のライ
フワークバランスを
整える。

･ICT機器の活用や、
SSS等の支援員を活用
することで校務改善を
図り、生徒と向き合う
時間を確保する。
･在校時間の適正化を
図るため、定時退勤推
奨日を積極的に活用す
る。
･年休や育業等を取得
しやすい職場環境を推
進する。

B
A:47.1
B:52.9
C:00.0
D:00.0

資料作成、出欠管
理、情報共有にお
けるICT機器の活
用やSSS等のサ
ポートにより、教
員の業務負担軽減
を図ることができ
た。

特別支援教育
の推進

生徒一人一人の特性
を理解した指導を行
う。

･生徒の特性について
共通理解を図り指導に
つなげる。また指導方
法について研修を行
い、生徒指導に生か
す。
･教育相談活動を充実
させるとともに、ＳＣ
や外部機関と連携し、
生徒の課題解決を図
る。

B
A:41.2
B:58.8
C:00.0
D:00.0

教員間や保護者と
の情報共有をもと
に生徒の課題を的
確に把握し指導に
生かすことができ
た。また外部機関
との連携を図り生
徒の課題解決につ
なげることができ
た。

支援情報の共通理
解と共有方法を工
夫し、教職員が生
徒の特性や課題を
理解し個に応じた
指導につなげてい
く。

〇二学期の授業公開で数日授業を拝見させていただきました。特
別支援学級のどの先生方も「本年度の重点:生徒一人一人の特性を
理解した指導を行う。」のために努力されている姿を拝見するこ
とができました。先生方のこのようなご尽力を経て生徒が一人一
人自分の考えを個性として発露する姿を拝見しました。生徒一人
一人の笑顔が印象に残っています。その笑顔は生徒一人一人の自
己肯定感の高まりを表していると確信します。７月８日(火)の
SOS教育(SC)を拝見したかったです。
〇特別支援を必要とする生徒さん一人一人が、学校が楽しいと思
える環境づくり、保護者さんが安心してお子さんを送り出せる学
校であってほしいので、引き続きの支援、ご指導をお願いした
い。

〇経営目標の「学校における働き方改革の推進」での吹上中学校
の教職員の皆様の評価は評価AとBで100％でCとDがありませ
ん。このことから、「学校における働き方改革」が推進されてい
ることが読み取れます。「改善策」にありますように「校務分担
の適正化」「ICT機器やSSSの活用推進し校務の効率化」の推進
を図り、「学校における働き方改革の推進」にご尽力ください。
〇「学校における働き方改革の推進」については、昨年の評価で
は「Ｃ」、「Ｄ」評価が見られたが、今年度は「Ａ」、「Ｂ」評
価のみとなった点は良かった。さらに業務負担が軽減され、先生
方のライフワークバランスが整うよう期待したい。

評価について(評価欄にある「A」「B」「C」「D」の数値の単位は「％」)
A : Aの評価者が80%以上でC以下の評価者が0名 ⇒ C以下の評価者がいた場合はB
      Aの評価者が70％以上80%未満だが一番多い。かつA、B合計の評価者が90％を超え、C以下の評価者が0名 ⇒ C以下の評価者がいた場合はB
B : Aの評価者が７０％未満だが一番多い。
      Bの評価者が一番多く、かつA、Bの評価者が60％を超えている場合　⇒ 60％を超えていない場合はC
C : Cの評価者が一番多い場合
D : Dの評価者が一番多い場合

令和７年度の「学校評価シート」について、「学校教職員の自己評価」、「学校運営協議会委員の学校評価」、「学校の見解と今後の方向性」についてまとめました。ご覧くださいます
ようお願いいたします。

５

そ

の

他

の

重

点

･一部の教科で昨年度よ
り、ときわ学級と通常学級
の生徒が同じ授業を受ける
取り組み(共同学習)は、今
年度も継続しております。
少しずつではありますが本
校におけるインクルーシブ
教育につながっておりま
す。今後もこの取り組みを
継続させ、全教員が特別支
援教育のスキルの向上を目
指してまいります。
･「働き方改革」について
は様々な手立てを講じ取り
組んでおります。今後も校
務の効率化と合わせて、教
員相互のサポート体制を築
いてまいります。
･部活動の地域移行につい
ては進捗状況が不明な点も
多く、学校としても今後の
部活動のあり方について対
応を苦慮しております。今
後、吹上中の部活動をどう
するかについては、学校運
営協議会委員の皆様にも意
見を聞きながら考えてまい
ります。


